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厳
復
『
天
演
論
』
に
お
け
る
ス
ベ
ン
サ
!
と
ハ
ッ
ク
ス
リ
!
の
受
容
|
|
中
国
近
代
に
お
け
る
「
天
」
の
思
想
|
|
+
小品、
£
ず府合併交のhM
光
緒
二
十
四
年
ご
八
九
八
)
に
出
版
さ
れ
た
厳
復
(
一
八
五
四
ー
ッ
一
九
一
一
一
)
の
『
天
演
論
』
は
、
T
-
H
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
|
(
一
八
二
五
ー
とド
九
五
)
の
『
進
化
と
倫
理
』
(
F、。
-
E
E口
百
円
四
回
F
Z
F
呂
田
和
)
の
川
翻
訳
で
あ
む
こ
の
『
天
皇
嗣
』
が
、
西
洋
近
代
の
進
化
論
を
、
列
ね
強
に
よ
る
瓜
分
の
危
機
に
瀕
し
た
清
末
の
中
国
に
紹
介
し
、
当
時
的
ヰ
知
識
人
に
強
烈
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
す
で
に
広
く
知
ら
れ
る
和
と
こ
ろ
で
あ
る
。
常川円天
術
悦
齢帆
序
言
61 
『
天
演
論
』
出
版
に
先
立
つ
光
緒
二
十
一
年
二
八
九
五
)
春
、
中
国
は
日
清
戦
争
に
敗
北
し
、
そ
の
知
ら
せ
は
亡
国
を
憂
え
る
知
識
人
た
ち
の
危
機
感
を
激
し
く
刺
激
し
た
。
当
時
、
会
試
受
験
の
た
め
北
京
に
滞
在
し
た
康
有
為
は
、
挙
人
千
二
百
余
名
の
連
名
に
よ
り
。
公
手
代
木
有
)~ 
車
上
書
'
を
行
い
、
和
議
の
拒
否
と
早
急
な
変
法
を
要
求
し
た
。
厳
復
は
、
福
州
船
政
学
堂
を
卒
業
し
た
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
二
八
七
七
七
九
)
し
、
帰
国
後
は
光
緒
六
年
二
八
八
O
)
か
ら
李
鴻
章
の
下
で
北
洋
水
師
学
堂
町
総
教
習
を
務
め
て
い
た
が
、
政
治
的
発
言
権
の
な
い
そ
の
地
位
に
不
満
を
抱
き
、
読
書
人
の
正
式
な
出
世
コ
l
ス
を
進
む
べ
く
、
四
度
に
わ
た
り
郷
試
を
受
験
し
、
失
敗
を
繰
返
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
天
津
の
『
直
報
』
に
「
論
世
変
之
丞
」
「
原
強
」
「
救
亡
決
論
」
お
よ
び
「
開
韓
」
の
四
論
文
を
発
表
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
彼
は
啓
蒙
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
は
じ
め
(
2
}
 
9
A
M
O
 こ
う
し
た
時
期
に
出
版
さ
れ
た
救
国
の
た
め
の
啓
蒙
書
た
る
『
天
演
論
』
は
、
ハ
ソ
ク
ス
リ
ー
の
著
作
の
翻
訳
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
分
に
ス
ベ
ン
サ
ー
の
影
響
を
も
受
け
、
更
に
厳
復
自
身
の
思
想
の
表
62 
明
で
も
あ
る
と
い
う
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
思
想
の
解
明
は
、
先
学
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ス
ベ
ン
サ
l
、
ハ
y
ク
ス
リ
l
双
方
の
進
化
論
が
、
厳
復
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
か
、
ま
た
、
伝
統
的
士
大
夫
た
る
側
面
を
少
な
か
ら
ず
残
し
て
い
た
厳
復
が
、
そ
れ
ら
を
い
か
に
自
己
的
思
想
的
枠
組
の
下
に
受
容
し
た
の
か
、
こ
う
し
た
点
に
特
に
注
目
し
つ
つ
、
『
天
演
論
』
の
思
想
へ
の
再
検
討
を
試
み
た
い
と
思
、
ヮ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
第
節
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
の
受
容
付
ス
ベ
ン
サ
ー
の
前
進
的
進
化
論
ハ
|
パ
ド
・
ス
ベ
ン
サ
l
~
一
八
二
O
|
一
九
O
二
一
)
は
、
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
放
任
主
義
の
傾
向
を
強
く
持
っ
た
社
会
科
学
者
で
あ
っ
た
。
ス
ベ
ン
サ
!
の
活
躍
し
た
時
期
は
、
生
物
進
化
論
の
確
立
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ウ
ィ
ン
二
八
O
九
l
八
二
)
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
だ
が
、
ダ
l
ウ
ィ
ン
が
、
反
宗
教
の
立
場
を
貫
い
た
の
に
対
し
、
ス
ベ
ン
サ
l
は
、
多
分
に
神
学
的
発
想
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
ス
ベ
ン
サ
l
に
ラ
マ
ル
ク
二
七
四
四
ー
一
八
二
九
)
の
神
秘
主
義
的
な
進
化
論
を
受
け
継
が
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ス
ベ
ン
サ
l
は
、
ラ
マ
ル
ク
の
生
物
進
化
論
を
、
人
聞
社
会
に
ま
で
適
用
し
た
。
ス
ベ
ン
サ
ー
に
よ
れ
ば
、
個
人
は
、
適
応
に
よ
っ
て
社
会
環
境
の
変
化
に
自
己
を
つ
り
合
わ
せ
て
い
く
過
程
で
、
後
退
す
る
こ
と
な
〈
無
限
に
前
進
的
に
身
休
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
。
そ
し
て
同
様
に
、
個
人
の
集
合
た
る
社
会
も
、
軍
事
闘
争
の
段
階
か
ら
産
業
闘
争
の
段
階
、
そ
し
て
環
境
に
調
和
し
闘
争
に
影
響
さ
れ
な
い
理
想
的
人
聞
の
完
成
す
る
社
会
へ
と
、
前
進
的
に
発
展
す
る
と
さ
れ
司令。
厳
復
は
、
社
会
環
境
へ
の
適
応
お
よ
び
前
進
的
発
達
と
い
う
こ
の
ス
ベ
ン
サ
!
の
楽
観
的
な
理
論
に
、
強
く
引
き
つ
け
ら
れ
た
。
『
天
演
論
』
論
十
五
の
原
文
で
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
は
、
進
化
に
は
善
へ
の
進
化
と
惑
へ
の
進
化
が
並
存
す
る
と
論
じ
て
い
る
が
、
厳
復
は
、
そ
の
案
語
で
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
復
案
ず
る
に
、
前
後
論
十
七
鮪
を
通
読
す
る
に
、
こ
れ
最
下
た
り
。
識
し
意
は
船
山
骨
密
に
勝
ら
ん
こ
と
を
求
む
れ
ど
も
、
遂
に
未
だ
深
く
斯
賓
塞
の
掠
る
所
を
帯
、
え
さ
る
の
み
。
夫
れ
斯
質
基
町
民
群
天
演
の
自
然
に
任
せ
れ
ば
、
別
ち
必
ず
日
に
進
み
日
に
惑
に
趨
か
ず
、
而
し
て
部
治
必
ず
時
あ
り
て
諜
る
と
謂
う
所
の
者
は
、
其
れ
義
を
竪
つ
る
こ
と
至
堅
に
し
て
殆
ん
ど
破
り
難
き
な
り
。
(
巻
下
四
四
頁
)
こ
こ
に
、
ス
ベ
ン
サ
ー
の
前
進
的
発
達
説
へ
の
共
感
・
傾
倒
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
厳
復
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
物
形
の
変
、
要
ず
皆
外
境
と
対
待
を
為
す
。
も
し
外
境
未
だ
嘗
て
変
ぜ
ー
ざ
れ
ば
、
別
ち
宇
内
町
諸
形
今
に
至
る
も
其
町
朔
の
如
き
こ
と
可
な
り
。
た
だ
外
境
既
に
選
れ
ば
、
形
其
の
中
に
慮
り
、
其
の
逼
拶
を
受
け
、
乃
ち
故
を
去
り
て
以
て
新
に
即
か
ざ
る
能
わ
ず
。
(
導
言
十
六
、
案
語
・
巻
上
回
二
頁
)
こ
れ
は
、
正
に
厳
復
が
ス
ベ
ン
サ
!
の
社
会
環
境
へ
の
適
応
の
説
を
、
自
ら
の
も
の
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
た
こ
と
を
一
目
し
て
い
る
と
い
え
よ
ヲ
利
も
ち
ろ
ん
、
ダ
l
ウ
イ
ン
進
化
論
的
厳
復
へ
の
影
響
も
決
し
て
無
刊
視
し
得
な
い
。
例
、
え
ば
、
論
十
五
円
案
語
で
、
厳
復
は
、
ス
ベ
ン
サ
引
|
進
化
論
に
お
け
る
最
も
重
要
な
概
念
と
し
て
、
社
会
環
境
へ
の
適
没
応
(
体
合
)
の
ほ
か
、
元
来
ダ
l
ウ
ィ
ン
進
化
論
に
お
け
る
主
要
な
ト
概
念
で
あ
っ
た
生
存
競
争
(
物
競
)
と
自
然
淘
汰
(
天
択
)
を
挙
げ
何
て
い
る
。
(
ま
た
、
「
原
強
」
冒
頭
部
を
参
照
)
か
事
実
関
係
か
ら
い
え
ば
、
ス
ベ
ン
サ
l
は
、
は
じ
め
は
ダ
l
ウ
ィ
ト
ン
進
化
論
的
生
存
競
争
、
自
然
淘
汰
の
説
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
叫
か
っ
た
。
後
に
、
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
進
化
に
スUM
お
け
る
間
接
的
な
作
用
と
見
な
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
ス
ベ
ン
サ
l
川
進
化
論
の
神
市
要
請
は
、
な
お
社
会
環
境
へ
の
適
応
と
前
治
的
発
達
磁
の
説
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
ダ
l
ウ
ィ
ン
進
化
論
の
持
つ
苛
酷
な
闘
争
剖
。
、
、
、
、
‘
、
h
l
の
イ
メ
ー
ジ
に
比
し
て
、
多
分
に
楽
観
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
臨
厳
復
に
お
い
て
は
、
ス
ベ
ン
サ
l
に
比
し
て
生
存
競
争
、
自
然
淘
汰
3
へ
の
関
心
は
は
る
か
に
高
ま
る
。
『
天
演
論
』
の
巨
大
な
影
響
力
が
、
6
多
分
に
こ
う
し
た
概
念
の
も
つ
緊
張
感
に
由
来
し
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
e
し
か
し
、
救
国
と
い
う
課
題
の
遂
行
と
、
そ
の
た
め
の
西
洋
近
代
的
進
化
論
の
受
容
向
上
で
、
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
は
、
ダ
l
ウ
ィ
ン
進
化
論
以
上
に
重
大
な
意
味
を
有
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
ま
ず
厳
復
と
ス
ベ
ン
サ
|
進
化
論
が
、
い
か
に
結
び
つ
い
た
の
か
を
検
討
し
よ
う
。
∞
進
化
論
受
容
の
動
機
西
洋
近
代
の
進
化
論
が
、
中
国
近
代
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
最
大
の
意
義
は
、
伝
統
的
な
歴
史
観
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
厳
復
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
嘗
て
謂
う
、
中
西
の
事
理
、
そ
の
最
も
不
同
に
し
て
断
子
合
す
べ
か
ら
1
2
Z
 
ざ
る
者
は
、
中
何
人
は
、
古
を
好
み
て
今
を
忽
に
し
、
西
町
人
は
、
今
に
力
的
て
以
て
古
に
勝
る
よ
り
大
な
る
は
な
し
。
中
町
人
は
、
一
治
一
乱
・
一
盛
一
衰
を
以
て
天
行
人
事
の
自
然
と
為
し
、
西
町
人
は
、
日
進
無
彊
、
既
に
盛
な
れ
ば
ま
た
衰
う
べ
か
ら
ず
、
既
に
治
ま
れ
ば
ま
た
乱
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
学
術
政
化
的
極
則
と
為
す
と
。
(
「
論
世
変
之
丞
」
一
ニ
頁
)
す
な
わ
ち
、
西
洋
列
強
と
、
そ
の
侵
略
の
下
に
亡
国
の
危
機
に
瀕
し
た
中
園
、
こ
の
両
者
の
現
状
を
然
ら
し
め
た
最
大
の
原
因
は
、
「
古
」
を
尊
ぴ
、
「
天
行
人
事
の
自
然
」
を
一
治
一
乱
と
捉
え
る
中
国
人
と
、
「
今
」
に
力
を
尽
く
し
、
「
学
術
政
化
の
極
則
」
を
無
限
的
進
歩
と
見
る
西
洋
人
、
と
い
う
歴
史
観
に
お
け
る
相
違
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
4
り
、
厳
復
に
お
い
て
は
、
人
の
能
力
の
発
揮
を
抑
制
す
る
中
園
内
尚
6
古
的
循
環
論
的
歴
史
観
と
、
そ
れ
と
逆
に
、
将
来
へ
向
け
て
の
能
カ
の
無
限
の
開
発
を
正
当
化
す
る
西
洋
町
進
化
論
と
は
、
直
ち
に
中
園
内
積
弱
と
西
洋
町
富
強
と
い
う
現
実
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
進
化
論
は
、
中
国
の
富
強
の
た
め
に
、
尚
古
的
循
環
論
的
歴
史
観
に
代
わ
る
べ
き
新
た
な
歴
史
観
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
厳
復
に
こ
の
よ
う
に
進
化
論
を
把
握
さ
せ
た
も
の
は
、
ダ
l
ウ
ィ
ン
進
化
論
の
苛
酷
な
闘
争
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
は
、
は
る
か
に
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
に
お
け
る
前
進
的
発
達
と
い
う
楽
観
論
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ス
ベ
ン
サ
!
進
化
論
に
お
け
る
社
会
発
展
へ
の
楽
天
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
救
国
内
展
望
を
示
す
上
で
、
強
固
な
支
、
え
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
厳
復
が
、
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
に
注
目
し
た
最
大
の
実
践
的
動
機
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
点
に
こ
そ
あ
っ
た
の
で
Amv 
あ
ろ
う
。
白
ス
ベ
ン
サ
ー
の
「
不
可
知
」
と
中
国
的
一
元
論
そ
れ
で
は
、
ス
ベ
ン
サ
進
化
論
は
、
思
想
的
特
質
に
お
い
て
、
厳
復
の
固
有
の
思
想
と
い
か
な
る
接
点
を
持
ち
、
そ
れ
と
い
か
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
受
容
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
厳
復
の
次
円
指
摘
を
見
ょ
う
。
『
天
演
論
』
論
五
の
原
文
で
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
は
、
生
存
競
争
の
名
町
下
に
ま
か
り
通
る
不
正
義
へ
の
憤
り
を
吐
露
す
る
が
(
本
稿
第
二
節
口
を
参
照
)
、
厳
復
は
、
そ
の
案
語
で
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
と
は
異
次
元
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
復
案
ず
る
に
、
此
続
の
理
は
、
『
易
伝
』
町
所
謂
乾
坤
の
道
「
万
物
を
鼓
し
て
聖
人
と
憂
を
閉
じ
う
せ
ず
」
、
『
老
子
』
の
所
諮
「
天
地
は
不
仁
」
と
理
解
を
同
一
に
す
。
『
老
子
』
町
所
諦
「
不
仁
」
は
、
不
仁
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
仁
・
不
仁
の
数
よ
り
出
で
て
、
仁
を
以
て
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
船
艇
密
冊
『
天
演
公
例
』
を
者
わ
し
て
、
「
教
学
的
二
宗
、
皆
不
可
思
議
を
以
て
起
点
と
為
す
、
即
ち
竺
乾
の
所
謂
不
二
法
門
な
る
者
な
り
」
と
謂
う
。
其
の
言
至
り
て
奥
博
た
り
、
前
論
と
参
観
す
べ
し
。
(
巻
下
、
一
四
頁
)
戯
復
は
、
ま
ず
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
が
憎
悪
す
る
宇
宙
に
お
け
る
生
存
競
争
の
営
み
(
此
篇
之
理
)
を
、
『
易
』
繋
辞
上
、
『
老
子
』
五
章
に
見
え
る
思
想
と
一
致
す
る
と
す
る
。
こ
こ
で
の
厳
復
の
意
図
は
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
が
不
正
義
と
捉
え
る
宇
宙
町
営
み
を
、
む
し
ろ
、
正
義
不
正
義
を
超
え
た
、
『
易
』
や
『
老
子
』
の
「
道
」
の
ご
と
き
超
越
的
一
元
よ
り
生
ず
る
も
の
、
と
捉
え
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
厳
復
は
、
『
易
』
、
『
老
子
』
に
お
け
る
超
越
的
一
元
に
通
ず
る
概
念
と
し
て
、
ス
ベ
ン
サ
ー
の
い
う
「
不
可
思
議
」
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
例
が
、
『
評
点
老
子
道
徳
経
』
(
一
九
O
五
)
に
お
け
る
こ
十
五
章
の
「
有
物
混
成
、
先
天
地
生
」
へ
の
評
語
に
見
、
ぇ
ヲ
令
。
老
こ
れ
を
道
と
謂
い
、
『
周
易
』
こ
れ
を
太
極
と
謂
い
、
仏
こ
れ
を
自
在
と
甜
い
、
西
哲
こ
れ
を
第
一
因
と
謂
い
、
仏
又
こ
れ
を
不
二
法
門
と
謂
う
。
万
化
の
由
り
て
起
詑
す
る
所
に
し
て
学
問
の
帰
櫨
な
り
。
更
に
、
ス
ベ
ン
サ
!
の
寸
宮
田
吉
身
丘
団
o
o
z
-
o
q
-
H∞
誌
の
翻
訳
『
群
学
蝉
言
』
(
一
九
O
三
)
で
は
、
原
文
に
t叶
Z
E
E
え
の
2
2
2門戸
0
2唱
え
と
あ
る
の
を
、
「
そ
の
所
謂
第
一
因
、
そ
の
の
称
し
て
太
極
と
為
す
所
の
者
」
と
訳
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
ス
ベ
ン
サ
l
に
お
け
る
「
不
可
思
議
」
(
冒
u
E
Z
4
)
、
「
第
一
因
」
(
E
5
0・
0
2岡
田
口
)
)
が
、
中
国
に
お
け
る
伝
統
的
な
一
元
論
的
概
念
た
る
「
道
」
「
太
極
」
帥
に
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ベ
ン
サ
l
は
、
人
聞
の
侍
知
力
の
進
歩
の
行
き
つ
く
先
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
行
為
と
現
象
の
背
後
百
五
M
安
に
横
た
わ
る
不
可
知
な
る
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ス
ベ
のド
ン
サ
l
に
お
い
て
は
、
進
化
の
原
因
も
ま
た
、
こ
の
「
不
可
知
な
る
何
も
の
」
(
冒
百
件
。
ミ
)
で
あ
っ
た
。
一
方
、
中
国
に
お
け
る
「
道
」
、
~
「
太
極
」
も
、
『
老
子
』
一
章
の
「
玄
之
又
玄
、
衆
妙
之
門
」
と
い
う
とト
「
道
」
へ
の
形
容
や
、
「
太
極
」
(
『
易
』
繋
辞
上
)
へ
の
替
の
韓
康
市
伯
の
注
「
太
極
者
無
称
之
称
、
不
可
得
而
名
」
に
象
徴
さ
れ
る
ご
と
M
く
、
万
物
を
生
み
出
す
不
可
知
な
る
根
元
で
あ
っ
た
。
ス
ベ
ン
サ
!
?
 
誌
に
お
け
る
「
不
可
知
者
る
も
の
」
が
内
包
す
る
強
い
宗
教
性
は
、
中
和
国
の
一
元
論
的
概
念
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
両
瑚
者
は
、
そ
の
異
質
性
以
上
に
、
宇
宙
万
物
の
根
元
と
し
て
の
一
種
の
醐
不
可
知
性
・
神
秘
性
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
i
厳
復
に
、
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
へ
の
親
近
感
を
抱
か
せ
た
と
考
え
ら
川
以
《
mv
t
れ
る
。
同
「
天
演
」
概
念
の
創
出
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
的
土
台
た
る
「
不
可
知
な
る
も
の
」
を
、
右
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
厳
復
は
、
社
会
環
境
へ
の
適
応
と
前
進
的
発
達
同
説
を
核
と
し
、
更
に
、
生
存
競
争
、
自
然
淘
汰
の
説
を
補
充
し
て
形
成
さ
れ
た
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
的
全
体
を
、
い
か
に
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
厳
復
の
用
い
た
訳
語
を
通
し
て
、
そ
の
こ
と
を
考
え
よ
う
。
厳
復
の
進
化
論
受
容
に
お
け
る
最
も
主
要
な
概
念
は
、
「
天
之
所
演
」
(
導
言
ニ
)
、
す
な
わ
ち
、
「
天
演
」
で
あ
る
。
一
般
に
「
天
演
」
は、
20-620ロ
の
訳
語
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
天
演
」
の
語
は
、
必
ず
し
も
常
に
2
0
Z苦
ロ
に
対
応
す
る
訳
語
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
厳
復
の
翻
訳
の
、
っ
ち
、
「
天
演
」
と
い
う
記
聞
が
頻
出
す
る
『
天
演
論
』
、
『
群
学
捧
言
』
お
よ
び
『
社
会
通
詮
』
富
山
ω
Z
4
。同
HUo-立
E
F
S
同」
2
5・
5
8の
翻
訳
、
一
九
O
四
年
出
版
)
に
つ
い
て
見
る
と
、
前
二
者
で
は
、
比
較
的
多
く
の
場
合
、
「
天
演
」
が
2
0
F苦
ロ
あ
る
い
は
そ
れ
を
含
む
文
節
等
の
訳
語
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
原
文
に
O
〈
o
z
t
o
D
と
い
う
語
の
な
い
『
社
会
通
詮
』
で
は
、
立
〈
B
o
o
-
Y
H
E
oミ
・
官
。
四
円
。
ω
・
OM
〈
M
E
N
E
一o
p
n目
。
〈
己
。
冨
百
三
な
ど
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
を
含
む
文
節
等
が
、
「
天
演
」
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
「
天
演
」
は
、
2
o
r
t
g
に
特
脊
骨
骨
静
で
は
な
い
。
と
い
う
概
念
の
成
立
の
主
要
な
契
機
の
一
つ
が
、
ス
ベ
ン
「
天
演
」
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サ
ー
に
お
け
る
無
限
的
進
歩
た
る
ぬ
〈
O
E
E
o
ロ
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
か
ら
形
成
さ
れ
た
「
天
演
」
概
念
は
、
む
し
ろ
、
厳
復
自
身
の
思
想
的
枠
組
の
統
制
下
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
ジ
エ
ン
タ
ス
の
E
m
E
ミ
。
片
岡
J
L
5
2
の
文
意
に
応
じ
、
厳
復
独
自
の
裁
量
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
「
天
演
」
と
は
、
訳
語
で
は
あ
っ
て
も
、
外
来
概
念
を
置
き
換
え
た
だ
け
の
受
動
的
な
語
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
以
上
に
、
外
来
概
念
を
己
れ
の
思
想
的
枠
組
に
組
み
込
む
能
動
性
を
具
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。そ
こ
で
次
に
、
「
天
演
」
概
念
に
与
え
ら
れ
た
意
味
内
容
を
考
え
て
み
る
。
厳
復
は
、
翻
訳
の
際
に
、
日
本
製
の
訳
語
を
用
い
る
こ
と
を
嫌
い
、
し
ば
し
ば
そ
れ
を
退
け
て
独
自
の
訳
語
を
用
い
た
。
日
本
に
お
け
る
2
0
z
z
g
の
訳
語
「
進
化
」
を
借
用
せ
ず
、
あ
え
て
「
天
演
」
と
い
う
語
を
用
い
た
こ
と
は
、
そ
の
象
徴
的
な
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
厳
復
は
、
「
進
化
」
と
い
う
訳
語
を
全
く
用
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
次
に
、
そ
の
「
天
演
」
、
「
進
化
」
の
用
例
を
示
そ
う
。
ま
ず
、
勺
天
演
」
の
用
例
を
挙
げ
る
。
ω斯
れ
に
由
り
て
談
ず
れ
ば
、
則
ち
山
山
類
抜
撃
の
聖
人
あ
り
て
、
生
民
円
未
だ
有
せ
ざ
る
の
事
業
を
建
つ
る
と
雌
ど
も
、
受
性
降
衷
に
よ
り
て
論
ず
れ
ば
、
固
よ
り
実
に
昆
虫
草
木
と
同
科
な
り
。
賞
賊
同
じ
か
伽
命
令
ら
ざ
れ
ど
も
、
要
ず
天
演
(
F
o
g
ω
E呂
田
肖
0
0
2
ω
|
|
ハ
ソ
ク
ス
リ
は
、
。
〈
。
]
E
Z
ロ
を
、
F
o
o
o
mヨ
佐
官
0
0
0
3
お
よ
び
F
o
E
r
g
-
胃
0
2
E
に
二
分
す
る
。
本
稿
第
二
節
口
参
照
|
引
用
者
)
町
琶
む
所
と
為
る
の
み
。
此
れ
窮
理
的
家
町
公
論
な
り
。
(
『
天
演
論
』
導
言
四
、
巻
上
二
ニ
頁
)
ω天
演
(
2
0
-
E
W
E
-
引
用
者
)
の
行
や
、
人
の
居
す
る
所
の
任
何
の
群
な
る
か
群
町
嘗
る
所
の
任
何
町
世
な
る
か
を
論
ず
る
な
く
、
其
町
中
の
政
制
事
功
と
其
の
由
。
て
出
る
所
的
人
心
・
思
想
・
感
情
た
虫
色
ま
と
、
み
な
範
を
受
〈
る
所
あ
り
て
、
絶
え
て
偶
々
形
わ
る
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
(
『
群
学
勝
言
』
成
章
第
十
六
、
三
O
四
頁
)
次
に
、
「
進
化
」
の
用
例
を
挙
げ
る
。
ω故
に
進
化
(
F
o
E
E
o
ミ
。
同
2
5
E
N
E
E
ロ
引
用
者
)
に
関
わ
る
こ
と
最
大
町
実
業
、
此
の
時
に
興
こ
る
も
の
あ
る
は
、
則
ち
冶
鋳
の
業
・
攻
金
の
工
、
是
れ
の
み
。
(
『
社
会
通
詮
』
五
O
頁
)
ω前
に
困
夫
町
治
闘
を
言
う
や
、
二
事
あ
り
。
一
に
日
く
、
其
れ
宜
境3
6
 
を
設
け
て
以
て
群
生
を
遂
げ
し
む
と
、
二
に
日
く
、
其
れ
悪
極
を
芸
り
て
普
者
を
し
て
伝
わ
ら
し
む
と
。
人
治
よ
り
こ
れ
を
言
え
ば
、
則
ち
前
者
は
保
民
養
民
的
事
た
り
、
後
者
は
普
群
進
化
(
原
文
に
、
対
応
す
る
語
な
し
l
引
用
者
)
の
事
た
り
。
(
『
天
演
論
』
導
一
百
十
八
、
巻
上
回
六
頁
)
こ
れ
ら
を
含
的
、
厳
復
の
諸
翻
訳
・
論
文
に
見
え
る
「
天
演
」
、
「
進
化
」
の
用
例
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
「
天
演
」
と
は
、
歴
史
発
展
を
生
み
出
す
超
越
的
根
元
で
あ
り
、
か
つ
歴
史
発
展
の
動
的
な
諸
相
を
も
含
む
概
念
と
い
え
る
。
一
方
、
「
進
化
」
と
は
、
主
と
し
て
歴
史
発
展
の
過
程
で
も
た
ち
さ
れ
る
人
為
的
達
成
を
示
す
概
念
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
両
者
の
聞
に
は
、
「
天
演
」
に
よ
っ
て
「
進
化
」
が
生
み
出
さ
れ
る
、
と
い
う
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
、
戯
復
が
進
化
論
に
対
し
て
い
だ
い
た
右
の
よ
う
な
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
進
化
」
と
い
う
日
本
製
の
訳
語
で
は
表
現
し
き
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
天
演
」
概
念
が
創
出
さ
れ
る
)
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
併
さ
て
、
厳
復
的
進
化
論
へ
の
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
「
天
演
」
概
念
内
と
そ
の
独
自
性
・
能
動
性
を
生
み
出
し
た
と
し
て
、
そ
の
独
自
の
イ
府
台特
メ
|
ジ
と
は
、
一
体
厳
復
の
い
か
な
る
思
想
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
ト
う
か
。
「
天
演
」
の
「
天
」
か
ら
し
て
、
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
川
伝
統
的
な
「
天
」
観
念
で
あ
る
。
厳
復
は
、
『
群
学
熔
言
』
成
章
第
い
い
十
六
の
訳
者
注
で
、
中
国
内
「
天
」
の
字
義
と
し
て
、
第
一
に
「
上
ト
帝
」
、
第
二
に
「
蒼
美
」
、
第
三
に
「
適
偶
」
の
三
つ
を
挙
げ
、
「
天
川
演
」
の
「
天
」
は
第
三
の
「
適
偶
」
、
す
な
わ
ち
、
「
為
す
と
こ
ろ
な
川
き
も
因
果
の
形
気
あ
り
、
因
果
あ
り
と
雄
ど
も
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
凶
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
適
偶
い
の
「
天
い
を
論
じ
る
際
に
厳
復
の
和
念
頭
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
「
天
」
が
挙
げ
ら
れ
告
別天沼除隊臥
ょ
っ。ま
ず
、
「
論
世
変
之
丞
」
冒
頭
に
い
う
。
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鳴
呼
、
今
目
的
世
変
を
観
る
に
、
蓋
し
務
よ
り
以
来
、
未
だ
斯
く
の
ご
と
き
の
盃
な
る
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
夫
れ
世
の
変
や
、
其
の
由
り
て
然
る
所
を
知
る
な
し
。
強
い
て
こ
れ
を
名
づ
け
て
運
会
と
目
、
っ
。
(
中
略
)
彼
の
聖
人
な
る
者
は
、
た
だ
迎
会
の
由
り
て
趨
く
所
を
知
リ
、
其
内
流
極
を
逆
概
す
る
の
み
。
た
だ
其
の
由
り
て
趨
く
所
を
知
る
、
故
に
「
天
に
后
れ
て
天
的
時
を
奉
ず
」
、
た
だ
其
の
流
極
を
逆
視
す
、
故
に
「
天
に
先
ん
じ
て
天
違
わ
ず
」
。
厳
復
は
、
人
の
能
力
を
超
え
た
歴
史
発
展
の
法
則
を
、
仮
に
「
運
会
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
こ
の
「
運
会
」
は
、
『
易
』
乾
、
文
言
伝
の
「
先
天
而
天
弗
進
、
後
天
而
奉
天
時
」
と
い
う
「
天
」
、
い
わ
ば
超
越
的
歴
史
法
則
と
し
て
の
「
天
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
基
に
し
て
い
る
。
厳
復
に
お
け
る
「
天
演
」
の
「
天
」
は
、
こ
う
し
た
「
天
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
『
易
』
に
お
け
る
歴
史
観
的
中
に
は
、
「
一
陰
一
陽
」
(
繋
辞
上
)
、
「
索
、
往
則
暑
来
、
暑
往
則
寒
来
、
寒
暑
相
推
而
歳
成
駕
」
(
繋
辞
下
)
と
い
っ
た
循
環
論
も
見
ら
れ
る
が
、
厳
復
が
、
そ
う
し
た
循
環
論
を
斥
け
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
厳
復
は
、
『
漢
書
』
董
仲
針
伝
の
「
道
之
大
原
出
子
天
」
と
〔
凶
》
い
う
言
を
、
時
々
引
用
し
て
い
る
。
蓋
仲
箭
は
、
淡
王
朝
支
配
階
級
か
ら
の
理
論
に
よ
る
自
己
正
当
化
の
要
請
に
応
え
、
天
意
(
す
な
わ
ち
民
意
)
に
よ
っ
て
革
命
の
正
当
性
を
基
礎
づ
け
る
原
始
儒
家
以
来
の
伝
統
精
神
を
発
展
さ
せ
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
言
は
、
董
仲
針
的
理
論
が
依
擁
す
る
そ
の
「
天
」
観
念
を
、
絶
対
的
、
超
越
的
な
根
元
と
し
て
規
定
し
て
い
る
点
で
、
重
要
な
役
割
を
持
ち
、
こ
こ
で
、
ま
た
そ
れ
ゆ
68 
え
に
、
後
世
に
お
い
て
も
、
「
天
」
の
絶
対
性
が
強
調
さ
れ
る
際
に
は
、
度
々
引
用
さ
れ
た
。
更
に
い
え
ば
、
こ
の
絶
対
的
、
超
越
的
な
根
元
た
る
「
天
」
観
念
は
、
そ
の
絶
対
性
、
根
源
性
の
ゆ
え
に
、
「
天
下
」
と
い
う
観
念
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
来
、
人
間
世
界
の
一
体
性
、
全
体
性
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。
厳
復
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
「
天
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
な
お
消
滅
す
る
こ
と
な
く
生
き
続
け
、
彼
の
世
界
観
を
支
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
伝
統
的
「
天
」
観
念
を
、
中
国
近
代
的
新
た
な
状
況
と
、
己
れ
の
問
題
意
識
に
応
じ
て
、
機
能
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
の
は
、
決
し
て
厳
復
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
康
有
為
は
、
夫
れ
凡
そ
人
の
生
、
皆
天
よ
り
出
づ
。
故
に
人
に
貴
賎
な
〈
、
天
民
に
非
ざ
る
な
く
、
各
々
独
立
た
り
。
安
ん
ぞ
視
て
玩
具
と
為
す
者
あ
ら
ん
や
。
(
『
大
同
番
』
一
九
五
六
年
、
古
籍
出
版
社
、
戊
部
、
婦
女
之
昔
、
総
論
)
と
い
う
よ
う
に
、
「
天
民
」
を
強
調
し
、
大
同
世
界
を
構
成
す
べ
き
人
民
を
、
「
天
」
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
て
い
る
。
厳
復
内
場
合
は
、
歴
史
法
則
と
し
て
の
「
天
」
、
あ
る
い
は
、
絶
対
的
・
根
源
的
で
あ
り
、
か
つ
人
間
世
界
の
一
体
性
の
象
徴
で
も
あ
る
「
天
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
進
化
論
と
い
う
新
た
な
歴
史
観
的
受
け
皿
と
し
て
機
能
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
西
洋
近
代
的
進
化
論
を
中
図
的
な
「
天
」
的
世
界
観
の
下
に
、
巧
み
に
組
み
込
ん
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
「
天
演
」
概
念
が
、
単
な
る
訳
語
に
止
ま
ら
ず
、
前
述
内
ご
と
き
独
特
的
意
味
を
持
ち
得
た
所
以
は
、
正
に
こ
こ
に
見
出
せ
よ
う
。
厳
復
に
お
け
る
こ
の
伝
統
的
な
「
天
」
的
世
界
観
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
と
「
天
」
観
念
的
関
係
も
、
鮮
明
に
理
解
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
厳
復
が
、
「
道
」
、
「
太
極
」
と
い
っ
た
一
元
論
的
概
念
を
身
に
つ
け
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
的
根
底
に
あ
る
不
可
知
性
に
対
し
て
、
親
近
感
を
持
ち
得
た
こ
と
を
見
た
が
、
こ
こ
で
も
、
ほ
ぽ
同
様
の
関
係
が
見
出
せ
る
。
ス
ベ
ン
サ
ー
の
神
的
先
験
的
原
理
に
基
づ
く
進
化
論
と
、
中
国
に
お
け
る
「
天
」
観
念
と
は
、
例
え
ば
、
「
神
」
と
「
天
」
と
い
う
根
本
的
な
相
違
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
古
来
、
中
国
人
の
世
界
観
を
支
え
て
き
た
「
天
」
観
念
は
、
そ
の
相
違
以
上
に
、
ス
ベ
ン
サ
|
進
化
論
の
受
け
皿
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
性
質
、
す
な
わ
ち
、
歴
史
法
則
性
、
万
物
に
対
す
る
絶
対
性
・
根
源
性
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
由
来
す
る
不
可
知
性
・
神
秘
性
を
具
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
厳
復
に
、
ス
ペ
ン
サ
l
進
化
論
へ
の
親
近
感
を
抱
か
せ
、
同
時
に
ま
た
、
厳
復
が
、
「
夫
演
」
概
念
の
創
出
に
よ
り
、
「
天
」
的
世
界
観
を
残
し
た
ま
ま
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
を
受
容
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、
で
あ
ろ
う
。
と
い
え
る
第
節
ハ
ッ
ク
ス
リ
l
進
化
論
の
受
容
ハ
門
ハ
ァ
ク
ス
リ
l
進
化
論
的
意
味
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
厳
復
は
、
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
に
、
救
国
へ
の
展
望
を
示
す
思
想
と
し
て
の
価
値
と
、
伝
統
的
な
思
想
と
の
親
近
性
と
を
見
出
し
、
そ
れ
を
受
容
し
た
。
し
か
し
厳
復
は
、
ス
ベ
ン
サ
!
進
化
論
を
、
決
し
て
そ
の
ま
ま
に
受
容
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ベ
ン
サ
!
と
厳
復
が
置
か
れ
た
異
な
っ
た
社
会
状
況
、
す
な
わ
ち
、
産
業
革
命
を
経
過
し
、
そ
の
繁
栄
町
絶
頂
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
、
資
本
主
義
列
強
的
侵
略
下
に
、
国
土
瓜
分
的
危
機
に
直
面
し
た
中
固
と
い
う
対
蹴
的
な
状
況
は
、
と
り
わ
け
ス
ベ
ン
サ
l
と
)
厳
復
に
お
け
る
前
進
的
発
達
の
内
容
に
、
少
な
か
ら
ぬ
差
異
を
も
た
す
巾代
ら
し
た
。
件
ス
ベ
ン
サ
ー
に
よ
れ
ば
、
社
会
進
化
の
程
度
は
、
そ
の
社
会
の
単
《
η〕
崎
位
た
る
個
々
人
の
進
化
の
程
度
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ト
そ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
社
会
的
構
造
は
、
逆
に
、
個
々
人
的
意
識
形
，
、
《
鈎
》
打
態
を
規
定
す
る
。
従
っ
て
、
ス
ペ
ン
サ
l
に
お
い
て
は
、
進
化
は
先
か
験
的
原
理
の
下
に
無
限
に
前
進
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
進
化
の
程
度
ト
を
飛
び
越
し
て
、
人
の
知
的
レ
ベ
ル
を
人
為
的
に
引
き
あ
げ
る
こ
と
、
引
お
よ
び
、
社
会
的
文
化
的
レ
ベ
ル
を
飛
び
越
し
て
、
進
歩
的
な
法
律
・
財
制
度
を
お
し
つ
け
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
社
会
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
誌
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
ス
ベ
ン
サ
ー
は
、
草
山
耐
命
は
も
と
よ
り
、
改
革
に
対
し
て
さ
え
否
定
的
で
あ
っ
た
口
こ
こ
に
併
以苅
ス
ベ
ン
サ
l
の
漸
進
主
義
者
た
る
所
以
が
あ
る
。
醐
一
方
、
厳
復
に
も
確
か
に
漸
進
主
義
的
な
傾
向
は
存
在
し
た
。
放
9
復
は
、
「
閥
韓
」
の
中
で
、
韓
愈
が
「
原
道
」
で
述
べ
た
君
臣
論
を
批
n
b
 
判
し
、
君
臣
関
係
は
や
む
を
得
ず
し
て
起
き
た
も
の
で
、
氷
久
不
変
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
が
、
同
時
に
、
安
易
な
君
臣
関
係
の
廃
止
を
戒
め
、
そ
れ
を
条
件
円
熟
す
る
将
来
へ
と
遠
ざ
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
復
町
立
場
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が
、
人
的
能
力
的
向
上
を
あ
く
ま
で
先
験
的
原
理
の
下
で
の
前
進
的
発
達
に
の
み
委
ね
て
、
人
為
的
に
そ
れ
を
図
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
の
と
は
、
区
別
を
要
す
る
。
例
え
ば
「
原
強
」
に
お
い
て
、
厳
復
は
、
富
強
の
達
成
の
た
め
に
、
今
日
ま
ず
手
掛
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
「
民
力
」
、
「
民
智
」
、
「
民
徳
」
の
増
強
だ
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
「
民
力
」
に
つ
い
て
は
、
ア
ヘ
ン
吸
飲
と
纏
足
の
禁
止
、
「
民
智
」
に
つ
い
て
は
、
科
挙
を
廃
し
西
学
を
講
ず
る
こ
と
、
「
民
徳
」
に
つ
い
て
は
、
議
院
の
設
置
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
増
強
へ
の
第
一
の
施
策
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
。
「
民
カ
」
、
「
民
智
」
、
「
民
徳
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
ス
ベ
ン
サ
ー
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
立
論
が
、
前
進
的
発
達
を
確
信
す
る
と
は
い
え
、
決
し
て
す
べ
て
を
自
然
に
委
ね
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
、
人
為
に
よ
る
人
間
能
力
的
増
強
を
、
特
に
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
(
も
ち
ろ
ん
、
変
法
派
た
る
戯
復
に
お
い
て
は
、
人
為
に
よ
る
改
革
の
最
高
主
体
は
皇
帝
で
あ
っ
た
。
)厳
復
は
、
前
進
的
発
達
を
説
く
進
化
論
や
そ
れ
と
深
く
結
び
つ
い
た
社
会
有
機
体
説
な
ど
、
ス
ベ
ン
サ
ー
の
学
説
を
多
分
に
吸
収
し
て
い
た
。
だ
が
、
ス
ベ
ン
サ
ー
の
漸
進
主
義
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
《
nv
を
厳
復
に
直
結
さ
せ
る
こ
と
は
、
適
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。
わ
れ
わ
70 
れ
は
、
厳
復
の
ス
ベ
ン
サ
ー
の
漸
進
主
義
と
は
対
蹴
的
な
側
面
に
こ
そ
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
厳
復
と
ス
ベ
ン
サ
ー
が
対
蹴
的
で
あ
っ
た
こ
の
点
に
お
い
て
、
ハ
y
ク
ス
リ
l
は
、
厳
復
と
強
〈
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
厳
復
自
身
の
言
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
『
天
演
「
自
序
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
論
』
の
都
町
目
新
氏
の
此
の
書
の
惜
は
、
本
よ
り
以
て
斯
賓
塞
任
天
為
治
の
末
流
を
救
わ
ん
と
し
、
そ
の
中
の
論
ず
る
所
は
、
吾
が
古
人
と
甚
だ
合
す
る
者
あ
り
、
且
つ
自
強
保
極
的
事
に
お
い
て
、
反
復
し
て
三
た
び
立
を
致
す。
は つ サ
次て進
のも化
よ論論ハ
う及の y
にし欠ク
いてをス
う い宇 宙リ
。るい l
の、の
だ中『
と国進
いの化
う直と
。面倫
ます理
たる』
白、の
導強、思
言保、恕
五種、は
σコグ〉
案方
言苦策
lこに
つ
ま
り
ス
ベ
ン
赫
膏
禁
氏
他
的
著
録
す
る
所
も
ま
た
什
に
九
は
、
任
天
の
説
を
王
と
す
る
者
な
る
も
、
独
り
此
の
書
の
み
こ
れ
を
非
る
こ
と
か
く
の
ご
と
し
、
蓋
し
前
説
(
ス
ベ
ン
サ
ー
の
「
任
天
」
説
引
用
者
)
を
持
し
て
過
ぐ
る
者
の
為
的
に
設
け
し
な
り
。
(
巻
上
、
一
五
頁
)
こ
こ
で
、
「
任
天
」
説
と
は
異
な
る
と
さ
れ
る
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
『
進
化
と
倫
理
』
に
お
け
る
思
想
と
は
、
厳
復
の
訳
で
い
え
ば
「
天
行
人
治
之
相
反
」
(
導
言
五
)
、
「
与
天
争
勝
」
(
論
十
七
)
、
つ
ま
り
、
「
任
天
為
治
」
(
自
序
)
に
対
す
る
「
勝
天
為
治
」
(
論
十
七
)
で
あ
る
。
厳
復
は
、
こ
の
ハ
ソ
ク
ス
リ
の
思
想
を
、
ス
ベ
ン
サ
ー
のRn】
「
任
天
」
説
に
過
度
に
依
拠
す
る
者
を
救
う
た
め
の
も
の
だ
と
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ス
ベ
ン
サ
ー
の
前
進
的
進
化
論
(
厳
復
の
い
う
「
任
天
」
説
)
は
、
中
国
的
救
亡
と
い
う
緊
急
的
課
題
的
解
決
に
は
、
あ
ま
り
に
待
機
主
義
的
、
消
極
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
厳
復
は
、
ス
ベ
ン
サ
進
化
論
に
傾
倒
し
つ
つ
も
、
そ
の
欠
点
を
補
い
、
中
国
の
自
強
保
種
の
た
め
に
有
効
な
思
想
と
し
て
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
人
為
強
調
の
思
想
(
厳
復
の
い
う
「
勝
天
」
説
)
に
注
目
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
口
ハ
y
ク
ス
リ
ー
と
『
進
化
と
倫
理
』
ハ
y
ク
ス
リ
ー
は
、
ダ
l
ウ
ィ
ン
進
化
論
の
後
継
者
と
し
て
知
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
町
生
物
学
者
で
あ
る
。
彼
の
最
大
町
業
績
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物
進
化
論
を
人
類
社
会
に
ま
で
適
用
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
前
出
向
『
天
演
論
』
導
言
五
円
案
語
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
進
化
と
倫
理
』
に
至
っ
て
、
ハ
ソ
ク
ス
リ
l
は、
従
来
の
立
場
を
大
き
く
変
え
て
、
進
化
的
概
念
を
、
宇
宙
過
程
(
神
宮
。
ω
E呂
田
ν2002)
す
な
わ
ち
生
存
競
争
に
お
け
る
進
化
と
、
倫
理
過
程
(
F
o
Z
E
E
-
耳
0
2
2
)
に
お
け
る
進
化
に
区
別
し
、
人
類
の
歴
史
を
、
両
者
の
闘
争
、
そ
し
て
後
者
に
よ
る
前
者
の
克
服
と
し
て
把
握
す
る
。
『
進
化
と
倫
理
』
前
半
の
「
序
説
」
(
官
。
}
O
問
。
自
gと
で
は
、
ま
ず
宇
宙
過
程
内
に
お
け
る
作
用
と
し
て
、
自
然
作
用
(
毛
2
2
0『
E
Z
Z
)
と
人
為
作
用
(
当
日
Z
O『
E
E
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
、
自
然
界
で
の
生
存
競
争
を
指
す
。
後
者
は
、
庭
園
、
植
民
地
な
ど
を
営
む
こ
と
を
指
し
、
そ
れ
ら
は
、
人
聞
の
利
益
に
は
矛
盾
し
な
い
が
、
結
局
は
生
存
競
争
の
枠
内
中
で
の
人
聞
の
自
己
主
張
に
す
ぎ
ず
、
生
存
競
争
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
お
よ
び
両
者
間
で
、
生
存
競
争
を
展
開
し
、
)
宇
宙
過
程
全
体
と
し
て
は
、
結
局
、
生
存
競
争
は
絶
え
る
こ
と
な
く
帥
継
続
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
生
存
競
争
に
よ
っ
て
貫
か
れ
る
宇
宙
過
程
内
を
克
服
す
る
に
は
、
人
間
は
、
造
園
、
植
民
地
経
営
な
ど
の
自
然
に
5
 
峨
対
す
る
自
己
主
張
で
は
な
〈
、
自
己
批
け
と
放
棄
を
学
習
せ
ね
ば
な
ト
ら
ぬ
と
さ
れ
、
こ
の
学
習
の
過
程
が
、
倫
理
過
程
と
よ
ば
れ
る
。
h
M
後
半
円
「
進
化
と
倫
理
」
で
は
、
ま
ず
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ソ
ク
ツ
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
、
あ
る
い
は
ス
ト
ア
派
や
、
とれ
イ
ン
ド
哲
学
初
期
の
各
派
、
更
に
は
ゴ
オ
タ
マ
ら
に
よ
っ
て
展
開
さ
引
れ
て
き
た
宇
宙
過
程
の
不
正
義
へ
の
抗
議
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
る
。
山
そ
の
上
で
、
彼
ら
は
、
結
局
、
宇
宙
過
程
の
不
正
義
と
正
面
か
ら
対
功
決
し
得
な
か
っ
た
、
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
倫
理
過
程
輸
を
以
て
宇
宙
過
程
内
不
正
義
に
立
ち
向
い
、
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
べ
き
明
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
醐
こ
う
し
た
ハ
ッ
ク
ス
リ
|
進
化
論
は
、
ス
ベ
ン
サ
の
活
躍
し
た
l
時
期
と
は
対
蹴
的
に
、
繁
栄
の
絶
頂
か
ら
下
り
坂
に
さ
し
か
か
っ
た
7
十
九
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
的
状
況
と
も
、
深
〈
係
わ
り
合
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
白
『
進
化
と
倫
理
』
か
ら
『
天
演
論
』
へ
厳
復
は
、
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
的
欠
を
補
う
思
想
と
し
て
、
ハ
ソ
ク
ス
リ
ー
進
化
論
に
深
く
注
目
し
た
。
し
か
し
、
ス
ベ
ン
サ
l
の
「
任
天
」
説
と
ハ
ッ
7
ス
リ
ー
の
「
勝
天
」
説
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
当
然
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
、
『
天
演
論
』
に
お
い
て
は
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
進
化
論
へ
の
一
定
的
批
判
と
改
変
が
展
開
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
厳
復
は
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
赫
E
H
務
氏
の
此
の
番
町
大
惜
、
物
競
を
以
て
乱
源
と
為
し
、
而
し
て
人
治
終
に
過
庶
(
人
口
過
剰
|
引
用
者
)
に
窮
ま
る
と
す
。
此
れ
其
の
持
論
、
斯
寅
塞
氏
と
大
い
に
相
退
庭
し
て
、
太
平
を
詞
い
て
是
の
物
無
し
と
為
す
所
以
な
り
。
斯
賓
塞
則
ち
調
、
っ
、
官
干
の
遮
述
知
る
べ
か
ら
さ
る
も
、
而
れ
ど
も
人
道
必
ず
郵
治
に
成
る
と
。
(
中
略
)
斯
賓
塞
の
説
、
宣
に
然
ら
ざ
ら
ん
や
。
(
導
言
十
五
案
語
、
巻
上
三
六
頁
)
こ
こ
で
は
、
「
物
競
」
(
生
存
競
争
)
を
社
会
の
「
乱
源
」
と
見
る
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
立
場
が
、
「
物
競
」
を
経
て
社
会
は
「
邦
治
」
へ
向
う
と
す
る
厳
復
円
ス
ベ
ン
サ
l
的
な
立
場
に
よ
っ
て
、
斥
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
厳
復
の
立
場
は
、
司
天
演
論
』
本
文
に
お
い
て
、
「
勝
天
」
説
的
「
任
天
」
的
改
変
と
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
次
に
示
す
導
一
一
=
一
同
十
四
、
お
よ
び
論
十
七
(
と
も
に
「
序
説
」
、
お
よ
び
「
進
化
と
倫
理
」
の
結
論
部
分
)
が
挙
72 
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
厳
復
内
訳
文
を
示
そ
う
。
ω③
群
町
山
間
ら
ざ
る
所
以
は
、
人
心
の
天
良
あ
る
に
由
る
。
天
良
は
普
く
相
感
ず
る
に
生
ヒ
、
其
円
捕
は
至
微
に
苧
ま
れ
、
而
し
て
効
は
極
短
に
終
わ
る
。
此
を
こ
れ
治
化
と
謂
う
。
治
化
と
は
、
ム
天
演
の
事
な
り
。
⑤
其
の
用
は
人
類
町
生
に
厚
〈
し
、
其
の
物
と
競
を
為
す
の
能
を
大
に
し
、
以
て
自
ら
天
行
酷
烈
の
際
に
全
く
す
る
に
在
り
。
@
故
に
治
化
も
と
天
よ
り
出
ず
る
と
雌
ど
も
、
@
而
れ
ど
も
其
れ
天
行
と
相
反
せ
ず
と
謂
う
を
得
ず
。
(
導
言
十
四
、
巻
上
三
三
頁
)
ω③
嵯
呼
、
A
7
者
治
道
の
功
あ
る
を
欲
す
れ
ば
、
天
と
勝
を
争
う
に
非
さ
れ
ば
、
固
よ
り
可
な
ら
ざ
る
な
り
。
天
行
に
法
る
者
は
非
な
り
、
而
し
て
天
行
を
避
く
る
者
も
ま
た
非
な
り
。
⑥
夫
れ
日
い
て
天
と
勝
を
争
う
と
云
う
は
、
逆
天
梯
性
に
し
て
不
祥
不
順
を
為
す
を
語
、
つ
に
非
ざ
る
な
り
。
道
は
物
の
性
を
尽
く
し
、
而
し
て
害
を
転
じ
て
利
と
為
す
所
以
を
知
る
に
在
り
。
@
夫
れ
知
ら
ざ
る
者
よ
り
こ
れ
を
言
え
ば
、
則
る
に
貌
爾
を
以
て
す
る
人
乃
ち
造
物
と
勝
を
争
わ
ん
と
欲
し
、
両
聞
の
有
す
る
所
を
取
り
、
こ
れ
を
馴
擾
柏
崎
御
し
、
以
て
吾
利
と
為
さ
ん
と
欲
す
る
は
、
其
の
自
ら
力
を
量
ら
ず
し
て
閃
歎
す
べ
き
こ
と
、
執
か
此
を
逸
ゆ
る
者
な
ら
ん
。
(
論
十
七
、
巻
下
回
八
、
九
頁
)
右
の
訳
文
の
原
文
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
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L
m
u
a
(HFH内山・可申
ω)
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
原
文
川
は
、
倫
理
過
程
が
宇
宙
過
程
と
対
峠
す
〔お》
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
対
立
関
係
か
ら
、
更
に
、
倫
理
過
程
の
勝
利
へ
と
前
進
す
る
こ
と
こ
そ
、
『
進
化
と
倫
理
』
全
体
を
通
じ
た
最
大
の
目
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
へ
の
反
論
と
し
て
ハ
y
ク
ス
リ
l
進
化
論
が
提
唱
さ
れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
内
部
的
対
立
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
A
お〕
い
。
そ
し
て
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
的
枠
内
で
、
極
限
ま
で
人
為
(
倫
理
過
程
)
を
強
調
し
た
の
が
『
進
化
と
倫
理
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ぬ
厳
復
は
、
『
進
化
と
倫
理
』
に
お
け
る
極
度
の
人
為
の
強
調
の
ゆ
え
に
、
ハ
ソ
ク
ス
リ
ー
の
思
想
を
、
あ
た
か
も
、
倫
理
過
程
の
上
位
に
そ
れ
を
包
摂
す
る
枠
を
も
た
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
考
、
え
ら
れ
る
。
戯
復
が
、
ス
ベ
ン
サ
l
進
化
論
を
「
任
天
」
説
と
表
現
し
た
の
に
対
し
、
ハ
y
ク
ス
リ
l
進
化
論
(
人
為
強
調
思
想
)
を
「
勝
天
」
説
と
捉
え
、
明
ら
か
に
「
勝
天
」
説
を
、
「
任
天
」
説
に
根
本
的
に
対
立
す
る
も
の
(
い
わ
ば
厳
復
に
お
け
る
「
天
」
的
世
界
観
の
枠
を
突
き
破
る
も
の
)
と
し
て
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
よ
う
な
厳
復
の
)
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
理
解
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
ス
ベ
M
M
ン
サ
l
進
化
論
へ
の
除
後
崎
恐
併
が
「
任
天
」
説
と
表
現
さ
れ
る
の
日
と
同
様
に
、
「
勝
天
」
説
も
、
本
来
的
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
進
化
論
と
は
一
路
定
の
ズ
レ
を
有
す
る
戯
復
的
表
現
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
M
右
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
ω町
を
検
討
し
ょ
、
1
こ
こ
で
明
ら
か
な
何
こ
と
は
、
訳
文
ωの
⑤
は
、
原
文
町
に
は
見
当
た
ら
ず
、
厳
復
の
持
川
入
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
訳
文
ωの
@
の
「
治
化
雄
原
出
子
シ」品
「
天
」
と
は
、
前
出
の
『
漢
書
』
董
仲
箭
伝
の
言
、
「
道
之
大
原
出
子
叫
天
」
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
厳
復
は
、
ハ
y
ク
ス
リ
l
hu
進
化
論
を
「
勝
天
」
説
と
捉
え
て
お
き
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、
「
治
ふ
J市
化
」
(
倫
理
過
程
)
の
上
位
に
、
万
物
の
超
越
的
根
元
、
あ
る
い
は
人
和
聞
社
会
の
一
体
性
た
る
「
天
」
を
か
よ
せ
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
瑚
こ
れ
は
、
一
旦
「
勝
天
」
と
捉
え
た
ハ
ッ
ク
ス
リ
l
進
化
論
を
、
強
醐
引
に
「
任
天
」
説
に
変
質
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
右、っ。
73 
次
に
、
ω
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
論
旨
の
改
変
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
、
こ
の
部
分
で
顕
著
に
現
わ
れ
る
「
勝
天
」
説
と
厳
復
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
補
足
し
て
お
く
。
中
国
の
富
強
と
い
う
現
実
の
課
題
の
た
め
に
、
厳
復
が
、
「
勝
天
」
説
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
厳
復
と
「
勝
天
」
説
に
は
、
も
う
一
つ
の
接
点
が
考
え
ら
れ
る
。
厳
復
は
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
進
化
論
の
意
義
を
論
じ
た
際
に
、
「
赫
疋
円
察
氏
之
此
書
之
惜
(
中
略
)
其
中
所
論
与
吾
古
人
有
甚
合
者
」
(
自
序
、
前
出
)
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
天
演
論
』
手
稿
本
(
注
(
お
)
参
照
)
の
論
十
六
の
案
語
で
は
、
劉
爵
錫
「
天
論
い
か
ら
、
「
天
之
能
、
人
因
不
能
也
。
人
之
能
、
天
亦
有
所
不
能
也
。
故
天
与
人
交
相
勝
耳
。
天
之
道
在
生
植
、
其
用
在
強
弱
、
人
之
道
在
法
制
、
其
用
在
是
非
日
と
い
う
「
天
与
人
交
相
勝
」
の
説
を
引
用
し
、
こ
れ
は
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
「
以
天
行
属
天
、
以
治
化
属
人
」
(
つ
ま
り
「
勝
天
」
)
町
立
場
と
「
同
一
理
解
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
劉
馬
錫
の
「
天
与
人
交
相
勝
」
説
な
ど
は
、
祖
国
の
富
強
救
亡
を
目
指
す
厳
復
に
と
っ
て
、
元
来
思
想
的
支
え
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
戯
復
は
、
こ
う
し
た
中
国
に
お
け
る
人
為
強
調
の
思
想
を
吸
収
し
て
い
た
た
め
に
、
人
為
強
調
と
い
う
点
で
そ
れ
と
一
定
的
類
似
性
を
有
し
た
「
勝
天
」
説
に
親
近
感
を
持
ち
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
勝
天
」
説
へ
の
親
近
感
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ω町
を
比
較
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
厳
復
は
こ
こ
で
も
、
訳
文
町
内
⑤
を
独
自
に
挿
入
し
、
吋
勝
天
」
説
的
改
変
を
行
っ
て
い
る
。
4
す
な
わ
ち
、
原
文
ω③
の
ご
と
き
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
主
張
(
厳
復
訳
句
f
、
で
は
「
与
天
争
勝
」
)
に
対
し
、
い
わ
ば
「
任
天
」
的
な
注
釈
を
加
え
、
「
与
天
争
勝
」
と
は
、
天
命
に
逆
い
本
性
に
背
き
、
不
祥
不
順
の
行
い
を
な
す
こ
と
で
は
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
厳
復
に
お
い
て
生
き
続
け
る
「
天
」
的
世
界
観
か
ら
す
れ
ば
、
「
勝
天
」
説
の
受
容
の
た
め
に
は
、
中
国
に
お
け
る
劉
馬
錫
ら
の
人
為
強
調
思
想
と
い
う
媒
介
の
ほ
か
に
、
更
に
、
「
勝
夫
」
説
を
「
天
」
町
超
越
性
の
下
に
強
引
に
包
摂
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
倒
「
任
天
演
」
と
「
勝
天
行
」
こ
の
よ
う
に
、
厳
復
は
、
「
勝
天
」
説
の
「
任
天
」
的
改
変
を
展
開
す
る
が
、
厳
復
が
救
国
の
た
め
に
必
要
と
し
た
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
人
為
強
調
思
想
の
実
質
は
、
決
し
て
捨
て
去
ら
れ
は
し
な
か
っ
た
。
確
か
に
厳
復
は
、
「
勝
天
」
説
を
、
「
人
治
」
(
「
治
化
」
と
同
様
に
倫
理
過
程
を
指
す
)
に
よ
る
「
勝
天
演
」
と
は
捉
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
厳
復
円
「
任
天
演
」
町
立
場
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
厳
復
は
、
本
来
彼
の
ハ
ッ
ク
ス
リ
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
、
「
人
治
」
に
よ
る
「
勝
天
演
」
と
す
べ
き
も
の
を
、
「
人
治
し
に
よ
る
「
勝
天
行
」
(
論
十
七
、
ま
た
前
出
の
ω
@に
は
「
法
天
行
者
非
也
、
而
避
天
行
者
亦
非
日
と
あ
る
。
)
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
人
間
は
、
「
天
演
」
と
い
う
枠
の
中
に
存
在
す
る
が
(
任
天
演
)
、
同
時
に
、
「
天
演
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
人
聞
の
生
存
の
障
害
と
な
る
「
天
行
」
に
対
し
て
は
、
打
ち
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
(
勝
天
行
)
、
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
(
た
だ
し
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
進
化
論
が
本
来
強
調
し
た
倫
理
と
い
う
人
為
が
、
-
↓
「
勝
天
」
説
|
↓
「
勝
天
行
」
と
変
逃
す
る
過
程
で
、
富
強
実
現
の
た
め
の
人
為
へ
と
変
質
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
)
こ
こ
で
、
右
に
述
べ
た
改
変
を
整
理
し
て
示
せ
ば
、
図
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
厳
復
に
「
勝
天
」
説
と
捉
え
ら
れ
た
ハ
ソ
ク
ス
リ
ー
に
お
け
る
宇
宙
過
程
と
倫
理
過
程
的
対
立
(
I
)
は
、
「
天
演
」
と
い
う
大
枠
の
下
で
の
「
天
行
」
と
「
人
治
」
(
ま
た
は
「
治
化
」
)
の
対
立
(
H
)
へ
と
改
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
日
に
お
い
て
は
、
「
任
天
演
」
の
下
で
の
勺
勝
天
行
」
と
い
う
二
重
構
造
に
よ
り
、
ス
ベ
ン
サ
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
|
両
者
内
相
異
な
る
進
化
論
が
、
厳
復
の
「
天
」
的
世
界
観
的
展
開
た
る
「
天
演
」
概
念
的
下
に
、
一
緒
に
組
み
込
ま
れ
、
厳
復
的
進
化
論
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
戯
復
に
よ
る
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
進
化
論
の
受
容
は
、
x←自
I 
勝
天
一一瞬一一一一
「巳
目珂
(
任
天
減
)(
勝
天
行
)
ハ
ッ
ク
え
リ
!
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
本
来
の
思
想
的
二
重
の
歪
曲
(
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
の
枠
内
で
の
人
為
の
強
調
|
↓
「
勝
天
」
説
、
「
勝
天
」
説
|
↓
「
任
天
演
」
の
枠
内
で
の
「
勝
天
行
」
)
と
い
、
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
復
の
目
論
見
か
ら
す
れ
ば
、
予
定
し
た
人
為
強
調
思
想
の
受
容
は
、
果
た
さ
れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
『
天
演
論
』
を
読
ん
だ
当
時
の
知
識
人
の
反
応
か
ら
利
も
読
み
取
れ
る
。
例
え
ば
、
『
天
減
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
頃
、
厳
復
と
刊
交
友
の
あ
っ
た
変
法
派
知
識
人
の
一
人
孫
宝
遣
は
、
光
緒
二
十
三
年
刊
二
八
九
七
)
十
二
月
初
回
の
日
記
に
、
『
天
演
論
』
の
読
後
感
を
次
d
Z
』
《
勾
V
吋
の
よ
フ
に
記
し
て
い
る
。
川
幕
に
帰
り
、
『
天
泌
論
』
を
覧
る
。
『
天
械
論
』
の
宗
旨
、
要
は
人
を
以
げ
て
天
に
勝
つ
に
在
り
。
世
儒
多
く
欲
を
以
て
人
に
属
さ
し
的
、
而
し
て
ん
』
現
を
以
て
天
に
属
さ
し
む
る
に
、
彼
独
り
欲
を
以
て
天
に
属
さ
し
め
、
ト
而
し
て
理
を
人
に
属
き
し
む
。
以
為
え
ら
〈
、
治
化
日
に
進
み
、
格
致
引
日
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
是
に
お
い
て
人
力
以
て
天
行
の
虐
を
阻
み
、
而
い
し
て
群
学
乃
ち
益
々
昌
ん
な
り
。
否
さ
れ
ば
則
ち
、
天
に
任
せ
て
動
き
、
f
 
羽
人
力
を
加
え
ず
、
則
ち
世
界
終
わ
る
。
(
中
略
)
其
の
説
極
梢
な
り
。
論
『
天
演
論
』
の
宗
旨
は
、
「
在
以
人
勝
天
」
と
い
う
孫
宝
認
の
端
的
瑚
な
表
現
は
、
あ
る
い
は
、
厳
復
の
「
任
天
演
」
の
枠
さ
え
超
え
た
も
酬
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
日
記
は
、
i
『
天
演
論
』
が
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
町
人
為
強
調
思
想
を
、
確
実
に
吸
引
h
A
泊
)
収
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
一
つ
の
材
料
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
結
語
以
上
向
論
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
厳
復
は
、
中
国
近
代
に
生
き
た
伝
統
的
士
大
夫
と
し
て
、
救
国
の
課
題
を
に
な
い
、
当
時
と
し
て
は
例
外
的
な
西
洋
近
代
思
想
へ
の
知
識
を
以
て
、
そ
の
解
決
へ
の
道
を
懸
命
に
模
索
し
た
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、
ス
ベ
ン
サ
!
と
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
進
化
論
に
、
中
園
内
富
強
救
亡
に
不
可
欠
な
思
想
、
す
な
わ
ち
、
人
聞
社
会
的
無
限
的
進
歩
へ
の
楽
観
的
確
信
、
お
よ
び
、
社
会
進
歩
に
お
け
る
人
聞
の
能
動
的
は
た
ら
き
か
け
の
決
定
的
な
重
要
性
の
強
調
を
見
出
し
、
そ
の
双
方
を
、
伝
統
的
な
「
天
」
的
世
界
《
羽
田
観
を
新
た
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
容
し
た
町
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
例
外
的
な
西
洋
理
解
者
た
る
放
復
に
お
い
て
さ
え
、
そ
の
進
化
論
の
受
容
が
、
伝
統
思
想
の
全
而
放
棄
に
よ
る
全
面
西
欧
化
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
文
化
的
普
遍
主
義
を
根
底
に
持
つ
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
中
国
固
有
の
思
想
的
枠
組
に
固
執
し
な
が
ら
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
、
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
厳
復
の
進
化
論
受
容
が
、
中
国
近
代
の
一
時
期
に
お
い
て
、
救
国
へ
の
展
望
を
示
す
上
で
、
一
定
の
役
割
を
果
し
得
た
こ
と
を
確
認
し
て
よ
V
マ
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
胡
適
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
厳
復
の
文
章
は
、
そ
の
「
古
雅
さ
」
の
ゆ
え
に
、
梁
啓
超
ほ
ど
に
は
若
者
へ
の
彬
響
力
を
持
ち
得
な
か
っ
た
。
厳
復
の
進
化
論
受
容
を
象
徴
す
る
「
天
演
L
の担問
【犯】
6
も
、
正
に
「
天
」
へ
の
固
執
の
ゆ
え
に
批
判
を
受
け
、
辛
亥
革
命
以
7
 前
に
お
い
て
、
す
で
に
「
進
化
」
町
方
が
は
る
か
に
一
般
的
に
用
い
《ね》
ら
れ
る
に
至
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
時
期
に
、
「
天
」
の
思
想
も
思
想
史
の
表
面
か
ら
次
第
に
そ
の
姿
ゃ
消
し
て
い
く
。
か
く
し
て
、
中
【
針
》
国
思
想
史
に
お
け
る
か
「
天
」
か
ら
「
人
民
」
へ
の
転
因
。
が
遂
行
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
天
」
か
ら
「
人
民
」
へ
と
転
回
し
た
後
に
お
い
て
、
厳
復
が
固
執
し
つ
づ
け
た
「
天
」
的
世
界
観
の
内
実
は
、
果
し
て
い
か
な
る
か
た
ち
で
、
中
国
近
現
代
的
思
想
の
中
へ
流
れ
込
ん
で
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
、
全
く
消
滅
し
て
し
ま
う
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
註本
稿
で
使
用
し
た
資
料
の
テ
キ
ス
ト
は
次
町
通
り
。
『
天
抽
出
論
』
『
群
学
蝉
言
』
『
社
会
通
詮
』
は
、
台
湾
商
務
印
書
館
人
人
文
庫
版
(
一
九
三
一
年
商
務
印
書
館
厳
訳
名
著
披
刊
本
町
影
印
)
。
「
論
世
変
之
盈
」
「
原
強
」
「
救
亡
決
論
」
「
閥
斡
L
「
与
外
交
報
主
人
論
教
背
番
」
は
、
周
振
甫
選
注
『
雌
復
詩
文
選
』
(
一
九
五
九
年
、
人
民
文
学
出
版
社
)
所
収
の
も
の
。
『
評
点
老
子
道
徳
経
』
は
、
民
国
六
八
年
三
版
の
成
文
書
局
本
。
引
用
文
末
尾
の
頁
数
は
各
テ
キ
ス
ト
に
掛
る
。
な
お
、
一
部
漢
字
的
字
体
を
改
め
た
も
の
が
あ
る
。
(
l
)
本
稲
で
は
、
何
百
-
E
Eロ
E
品
開
F5ω
百円四
o
F
R
E
E
U
z
-
-
u
u、
↓E
S
E
E
Zミ
Z
E
-
4・
E
S
所
収
の
も
の
や
使
用
。
な
お
、
矢
川
徳
光
訳
『
科
学
と
教
義
』
(
昭
和
二
二
年
、
創
元
社
)
に
そ
の
翻
訳
(
後
半
の
み
)
が
あ
り
参
照
し
た
。
(
2
)
雌
復
円
伝
記
的
資
料
と
し
て
は
、
王
遁
常
『
厳
幾
道
年
譜
』
(
民
国
六
六
年
、
台
湾
商
務
印
書
館
)
お
よ
び
王
拭
『
厳
復
伝
』
(
一
九
五
七
年
、
上
海
人
民
出
版
社
)
に
械
っ
た
。
(
3
)
『
進
化
と
愉
理
』
は
、
「
序
説
」
十
五
節
と
骨
節
的
世
い
「
進
化
と
愉
割
当
」
町
二
つ
町
文
章
か
ら
成
る
。
『
夫
前
論
』
で
は
、
「
序
説
」
が
「
瑚
言
」
十
八
筒
、
「
進
化
と
倫
理
」
が
「
論
」
十
七
鮪
へ
と
改
め
ら
れ
、
各
淵
末
尾
に
は
厳
復
円
袋
詰
が
付
さ
れ
、
更
に
、
巻
頭
に
寸
自
序
L
「
呉
序
」
(
呉
放
論
的
序
)
「
訳
例
言
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
向
休
裁
は
一
八
九
八
年
正
式
出
版
以
后
の
諸
版
本
(
定
本
)
に
共
通
し
て
い
る
。
詳
し
〈
は
『
雌
復
柴
』
(
一
九
八
六
年
、
中
執
普
局
)
第
五
冊
、
一
一
一
二
七
買
参
問
。
(
4
)
従
来
的
主
な
研
究
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
〈
。
ま
ず
、
B
・
ン
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
『
中
囲
内
近
代
化
と
知
識
人
1
厳
復
と
西
洋
』
(
平
野
他
一
郎
訳
、
一
九
七
八
年
、
東
大
出
版
会
、
F
E
R
O
Y
E
Z巴
子
宮
仏
旬
。
Z
吋
l
J
へ
E
吋
ロ
ω
E
F
0
4〈
Z
P
Z
2
)
は
、
第
一
に
、
厳
復
の
西
洋
思
想
受
容
(
主
に
ス
ベ
ン
サ
)
は
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
忠
恕
的
変
質
が
み
め
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
非
西
洋
的
、
す
な
わ
ち
中
国
的
伝
統
的
な
異
次
元
で
の
変
質
で
は
な
い
と
し
、
厳
復
を
文
化
的
普
遍
主
義
と
し
て
捉
え
る
.
(
五
O
、
五
一
頁
)
そ
し
て
、
こ
の
厳
復
の
パ
ス
ベ
ク
テ
ィ
プ
は
、
西
洋
町
弟
子
に
は
必
ず
し
も
明
白
で
な
か
っ
た
附
ス
ベ
ン
サ
l
町
教
え
を
、
よ
り
適
礁
に
照
射
し
得
た
の
だ
と
す
る
。
(
七
八
頁
)
ま
た
第
二
に
、
『
進
化
と
倫
理
』
は
、
厳
復
が
ス
ベ
ン
サ
の
進
化
論
哲
学
に
対
し
、
自
分
の
解
釈
を
提
出
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
に
過
ぎ
ず
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
は
、
い
わ
ば
ス
ベ
ン
サ
の
「
引
立
て
役
」
で
あ
る
と
し
(
一
O
九
頁
)
、
ハ
ソ
ク
ス
リ
l
思
想
に
は
、
雌
復
に
お
け
る
積
極
的
意
義
を
見
よ
う
と
し
な
い
。
次
に
、
高
田
博
「
政
復
円
『
天
消
論
』
町
思
想
普
通
主
義
へ
の
試
み
i
L
(『
東
京
女
子
大
学
附
属
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』
、
第
二
O
荘、
一
九
六
五
年
)
は
、
『
天
演
論
』
に
お
け
る
厳
復
円
思
想
を
、
「
西
洋
思
想
的
方
へ
向
か
い
な
が
ら
、
更
に
そ
れ
を
超
え
よ
ヲ
と
し
、
東
西
思
恕
を
、
A
ま
え
た
新
鮮
な
緊
強
感
に
溢
れ
た
」
(
五
八
頁
)
も
の
と
し
、
ま
た
、
ス
ベ
戯復r天演論』におけるスベユサーとハyクスリーの畳容(手代木)
ン
サ
l
、
ハ
ソ
ク
ス
リ
と
厳
復
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
ス
ベ
ン
サ
の
自
然
哲
学
と
厳
復
円
結
び
つ
き
を
強
制
す
る
反
面
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
思
巧
は
、
厳
復
に
拒
否
さ
れ
た
と
し
て
、
や
は
り
ス
ベ
ン
サ
ー
の
み
を
重
視
し
て
い
る
。
両
氏
の
見
解
は
、
い
ず
れ
も
戯
復
の
持
つ
伝
統
思
想
の
枠
組
を
指
摘
し
主
が
ら
、
結
局
は
.
戯
復
町
西
洋
思
想
受
容
を
普
遍
主
義
と
い
う
方
向
で
捉
え
よ
う
と
す
る
.
そ
の
結
果
、
両
氏
は
と
も
に
、
厳
復
円
思
想
の
基
盤
に
あ
る
恨
強
い
伝
統
的
枠
組
が
、
外
来
思
想
を
取
り
込
ん
で
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
両
氏
は
、
ス
ベ
ン
サ
ー
と
政
彼
町
結
び
つ
き
を
特
に
重
視
す
る
余
り
、
厳
彼
が
、
あ
え
て
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
著
作
を
翻
訳
し
た
こ
と
の
意
味
を
も
見
裕
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
右
町
第
二
円
点
に
つ
い
て
、
中
国
的
研
究
、
例
え
ば
、
王
拭
『
雌
彼
伝
』
は
、
雌
復
円
相
極
而
と
し
て
、
ハ
ァ
ク
ス
リ
に
お
け
る
「
与
天
争
勝
」
「
勝
天
」
の
思
怨
を
強
調
す
る
点
を
指
摘
し
、
消
極
而
と
し
て
は
、
帝
国
主
義
侵
略
を
肯
定
す
る
ス
ベ
ン
サ
ー
の
師
俗
進
化
論
(
特
に
そ
の
「
種
内
闘
争
説
」
)
に
追
随
し
た
占
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
李
沢
厚
「
論
厳
復
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
七
七
年
二
期
)
は
、
厳
復
が
、
ス
ベ
ン
サ
の
「
普
週
進
化
観
念
」
に
よ
っ
て
、
「
夫
前
」
が
人
知
社
会
を
律
す
る
普
遍
客
観
的
規
律
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
点
を
、
肯
定
的
に
捉
え
る
。
だ
が
反
面
、
ス
ベ
ン
サ
l
に
お
け
る
自
然
淘
汰
、
適
者
生
存
同
社
会
ダ
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
、
雌
復
円
救
亡
霊
園
思
畑
山
と
対
立
し
た
と
も
述
べ
る
。
そ
し
て
、
放
復
は
、
こ
の
ス
ベ
ン
サ
ー
の
「
末
流
之
失
」
を
、
ハ
y
ク
ス
リ
ー
の
「
与
天
争
勝
」
の
鋭
古
に
よ
っ
て
補
正
し
た
の
だ
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ベ
ン
サ
l
円
み
な
ら
ず
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
人
為
強
調
思
想
的
厳
復
へ
の
山
伸
容
を
重
視
す
る
見
解
は
、
中
国
で
は
む
し
ろ
一
般
的
と
い
え
る
。
こ
こ
で
中
園
町
研
究
に
つ
い
て
詳
し
〈
論
ず
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
こ
う
し
た
ハ
y
ク
ス
77 
リ
l
思
想
的
扱
い
に
限
っ
て
い
え
ば
、
参
考
に
す
べ
き
占
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
(
5
)
ス
ベ
ン
サ
に
関
し
て
は
、
E
・
バ
カ
l
帯
、
堀
盟
彦
等
訳
『
イ
ギ
リ
ス
政
治
思
想
W
』
(
一
九
五
四
年
、
岩
波
書
庖
)
、
山
下
重
一
『
ス
ベ
ン
サ
l
と
日
本
近
代
』
一
九
八
三
年
、
御
茶
的
水
書
房
)
、
進
化
論
に
関
し
て
は
、
八
杉
竜
一
『
ダ
l
ウ
ィ
ン
内
生
涯
』
(
一
九
八
一
年
、
岩
波
書
庖
)
、
同
『
進
化
論
の
歴
史
』
(
一
九
八
一
年
、
岩
波
沓
庖
)
、
同
『
近
代
進
化
思
想
史
』
(
一
九
七
二
年
、
中
央
公
論
社
)
等
に
撮
っ
た
。
(
6
)
パ
l
カ
l
前
拘
書
七
二
七
六
頁
。
(
7
)
同
右
七
六
頁
。
(
8
)
同
右
。
(
9
)
胡
適
著
、
古
川
幸
次
郎
訳
『
四
十
自
述
』
(
一
九
四
O
年
、
創
一
百
社
)
一
O
三
頁
に
は
、
『
天
抽
出
論
』
出
版
後
円
反
響
が
、
次
の
よ
ワ
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
数
年
同
中
に
か
か
る
恩
恕
は
町
火
の
よ
う
に
多
く
の
若
人
的
心
と
血
町
中
に
燃
え
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
『
天
出
』
と
か
、
『
物
競
』
と
か
、
『
淘
汰
』
と
か
、
『
夫
択
』
と
か
い
う
術
語
は
、
い
づ
れ
も
段
々
と
新
聞
の
文
章
円
熟
語
と
な
り
、
段
々
と
霊
園
志
士
た
九
町
合
言
葉
に
な
っ
た
日
(
叩
)
厳
復
の
ス
ベ
ン
サ
ー
へ
の
傾
倒
は
、
本
来
、
進
化
論
?
の
な
ら
ず
、
ス
ベ
ン
サ
町
社
会
学
に
お
け
る
社
会
有
機
体
説
や
、
自
由
枇
任
主
義
主
ど
を
合
的
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
四
都
合
上
、
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
(
日
)
寸
}
4
0
印
宮
内
ぜ
。
均
的
2
5
r
m
w
-
M
U
E
ω
お
よ
び
『
群
学
知
言
』
二
七
二
頁
。
(
ロ
)
正
巳
・
自
ν
一山=-
(
日
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
ン
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
(
前
掲
書
五
五
、
五
六
頁
)
、
高
田
(
前
掲
論
文
五
四
頁
)
両
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
H
)
「
与
外
交
報
主
人
論
教
育
書
」
(
一
九
O
二
)
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
今
求
泰
西
二
=
一
千
年
草
乳
消
渇
之
学
術
、
干
三
十
年
勤
苦
慌
得
之
日
本
、
78 
臨
其
躍
有
詩
書
、
主
名
高
可
決
其
未
安
也
、
其
考
洲
可
ト
其
未
密
也
日
(
一
四
五
頁
)
(
日
)
「
夫
前
進
化
論
」
(
一
九
一
一
一
一
)
(
『
般
復
集
』
弼
二
冊
所
収
)
に
は
、
「
天
椀
」
と
「
進
化
」
円
関
係
を
示
す
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
「
則
有
「
1
ン
逮
爾
文
所
発
明
之
二
例
、
其
一
一
則
天
択
、
所
間
各
伝
桁
最
宜
者
存
、
其
二
則
先
世
所
習
伝
為
極
業
。
至
今
学
干
第
一
例
翁
然
承
認
、
以
此
為
天
前
最
要
功
能
、
一
切
進
化
皆
由
干
此
。
」
(
三
O
九
頁
)
(
傍
白
引
用
者
)
(
日
)
『
波
書
』
珪
仲
卸
伝
「
道
之
大
原
出
子
天
。
天
不
変
、
道
亦
不
変
、
是
以
馬
継
舜
‘
舜
継
品
川
、
三
国
語
相
受
而
守
一
道
、
亡
救
弊
之
政
也
U
J
又
那
教
案
論
』
案
語
、
(
『
般
復
集
』
第
四
冊
)
と
「
開
韓
」
八
六
頁
参
照
。
(
げ
}
草
沢
俊
郎
蚕
仲
針
研
究
」
(
調
漢
思
想
研
答
、
一
九
四
三
年
、
弘
文
主
)
一
六
回
耳
(
凶
)
西
順
蔵
「
天
下
・
国
・
家
内
思
想
」
(
『
中
国
思
恕
論
集
』
一
九
六
九
年
、
筑
摩
書
房
)
参
照
。
(
悶
)
叶
}
呂
田
宮
内
同
司
O
『
印
0
2。]。同一ア
Zoo-
(
初
)
F
E
H
U担
。
.
(
幻
)
F
E
司
Na・
(
幻
)
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
前
拘
書
六
七
、
六
八
頁
害
問
。
と
こ
ろ
で
、
ス
ベ
ン
サ
l
は
一
訂
し
た
自
由
放
任
主
義
者
で
あ
っ
た
が
、
前
期
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
‘
国
家
へ
の
権
力
集
中
を
抑
え
よ
っ
と
す
る
政
治
的
急
進
主
義
(
夜
鵬
首
国
家
論
)
と
し
て
現
わ
れ
、
後
期
に
は
、
漸
進
主
義
と
し
て
現
わ
れ
た
二
八
五
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
社
会
静
学
』
は
前
期
的
代
表
作
で
.
こ
れ
は
日
本
に
紹
介
さ
れ
、
お
り
か
ら
国
会
開
設
請
願
運
動
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
自
由
民
権
派
に
多
大
な
彬
轡
を
与
え
、
「
民
柿
の
教
科
書
」
と
称
さ
れ
た
。
(
以
上
、
山
下
前
掲
昔
H
章
審
問
)
国
家
の
富
強
を
緊
急
町
瓢
題
と
す
る
雌
彼
は
、
改
革
を
必
要
と
す
る
点
で
、
ス
ベ
ン
サ
ー
の
漸
進
主
義
と
は
一
線
を
画
し
た
が
、
同
時
に
、
国
家
の
へ
権
力
集
中
を
相
当
必
要
と
し
た
出
で
、
ス
ペ
ン
サ
1
2主
主
義
と
も
立
場
を
異
に
し
て
い
た
。
(
お
)
『
進
化
と
倫
理
』
に
お
け
る
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
主
眼
は
‘
ス
ベ
ン
サ
均
的
進
化
論
に
向
け
ら
れ
た
反
論
で
あ
っ
た
。
(
ン
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
前
崎
市
首
九
八
頁
)
こ
こ
で
の
雌
恒
の
指
摘
は
、
こ
の
事
実
関
係
を
山
4
4
6
え
つ
つ
、
彼
自
身
に
お
け
る
ハ
y
ク
ス
リ
l
思
想
的
意
義
と
も
だ
お
ら
せ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
(
出
)
ハ
ッ
ク
ス
り
に
閲
し
て
は
、
矢
川
訳
前
掲
詐
「
訳
者
あ
と
が
き
」
、
小
泉
丹
訳
『
科
学
談
義
』
(
昭
和
十
五
年
岩
波
市
記
出
)
所
収
向
「
自
伝
」
お
よ
び
「
解
説
」
を
参
問
。
(
お
)
原
文
山
川
③
の
J
耳
目
。
E
E
T
は
、
『
進
化
と
愉
浬
』
会
仲
仲
全
国
「
か
ら
考
え
れ
ば
、
w
調
和
し
た
。
と
い
う
よ
り
・
H
対
等
な
H
と
い
つ
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
原
文
ぽ
@
に
い
う
よ
ヲ
に
、
「
社
会
的
倫
理
的
進
歩
は
、
宇
宙
過
程
を
模
倣
す
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
、
そ
れ
か
句
逃
れ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
.
そ
れ
と
闘
争
す
る
こ
と
」
に
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
立
に
d
号
冒
。
E。
E
O
O
Z
E
m
f
町
内
実
で
あ
る
。
ハ
y
ク
ス
リ
ー
の
原
文
は
含
み
の
あ
る
表
現
に
盟
み
、
論
旨
の
組
み
立
て
も
単
純
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
;
y耳
目
。
3
5
5
0
。
E
H
E
f
と
い
ヲ
逆
説
的
表
現
が
、
厳
復
が
「
治
化
」
(
倫
理
過
程
)
向
上
位
に
「
天
」
が
存
在
す
る
(
治
化
脱
原
出
子
夫
)
と
い
づ
主
似
を
抑
入
す
る
上
で
、
格
好
の
口
実
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
(
お
)
ハ
ッ
ク
ス
リ
は
、
-
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
(
F
・
D
-
モ
リ
ス
、
キ
ン
グ
ズ
リ
、
ラ
ス
キ
ン
ら
)
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
労
働
者
大
学
で
、
定
期
的
な
講
義
を
行
い
、
労
働
者
に
科
学
的
思
巧
方
法
を
教
え
る
こ
と
に
努
め
て
お
り
(
矢
川
訳
前
掲
書
二
九
五
頁
)
、
彼
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
立
場
か
ら
労
働
者
向
救
消
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
(
幻
)
突
は
、
「
夫
行
」
と
「
人
的
」
は
、
宇
宙
過
程
と
愉
現
過
程
内
訳
語
で
あ
る
ば
か
り
で
な
〈
、
こ
の
対
立
と
は
全
く
レ
ベ
ル
町
民
主
る
対
立
と
し
て
ハ
ッ
ク
ス
リ
の
論
ず
る
自
然
作
用
(
者
E
E
え
Z
E
Z
)
と
人
為
作
用
(
君
。
ユ
飢
え
5
2
)
(
本
稿
第
二
節
口
参
照
)
内
訳
語
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
厳
復
は
、
ハ
y
ク
ス
リ
l
に
お
け
る
こ
つ
の
異
質
な
対
立
を
、
全
く
同
一
の
も
の
と
し
、
「
夫
前
」
の
下
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
宇
宙
過
程
内
で
の
自
然
作
用
と
人
為
作
用
的
対
立
と
い
う
ハ
y
ク
ス
リ
ー
の
説
明
は
、
「
任
天
抑
制
」
町
下
で
の
「
勝
夫
行
」
と
い
う
厳
復
的
進
化
論
の
ひ
な
型
と
も
い
え
、
厳
彼
は
、
そ
の
こ
と
を
巧
み
に
利
用
し
た
の
だ
と
い
え
る
。
(
担
)
『
忘
山
庇
日
記
』
(
一
九
八
三
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
)
上
附
一
五
五
頁
。
『
天
抗
論
』
は
、
正
式
出
版
(
一
八
九
八
)
以
前
に
、
す
で
に
い
〈
つ
)
か
の
稲
本
(
『
厳
復
集
』
第
五
冊
一
四
一
O
古
参
照
)
に
よ
り
知
識
人
的
問
林
で
読
ま
れ
て
い
た
。
孫
宝
定
的
読
ん
だ
も
の
も
、
そ
の
っ
ち
の
一
つ
で
あ
引
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
『
天
消
論
』
手
稿
本
(
『
厳
復
集
』
第
五
容
冊
所
収
)
的
論
十
六
円
案
語
に
は
、
孫
宝
誼
向
い
う
「
世
情
多
以
欲
属
人
時
而
理
属
天
J
と
同
一
向
表
現
が
見
え
(
定
本
、
論
十
六
町
申
書
と
も
同
}
械
)
、
ま
た
、
孫
宝
誼
の
日
記
中
町
「
治
功
天
樹
論
L
と
い
う
名
称
は
、
手
ス
柿
本
町
序
文
内
題
に
「
赫
育
狼
治
功
天
演
論
序
L
と
あ
る
の
と
も
一
致
す
クいγ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
て
、
孫
宝
埴
の
説
ん
だ
テ
キ
ス
ト
が
、
こ
の
手
稲
U
本
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
少
な
〈
な
い
。
ト
(
却
)
『
天
減
論
』
巻
頭
の
呉
汝
輸
の
序
文
に
は
、
「
赫
膏
梨
氏
起
而
尽
変
故
引
説
、
以
為
一
大
不
可
独
任
、
要
世
以
人
持
天
・
以
人
持
夫
、
必
究
極
乎
天
賦
hu
之
能
。
伶
l
r
b
L
骨
子
折
、
、
rw後
持
母
、
か
布
、
、
冊
極
挟
頼
以
T
V
盤
、
是
之
凶
叶
h
f
z
k
争
勝
。
、
Z
V
L
r
含
争
骨
子
昨
勝
zr
者
、
、
た
骨
骨
や
念
肝
任
。
、
赴
故
天
行
代
人
治
、
同
帰
天
前
U
(
傍
点
引
用
者
)
と
あ
リ
、
厳
復
の
「
任
天
抽
出
」
寸
勝
愉
天
行
」
町
二
重
構
造
が
ほ
ぼ
正
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
吹
(
叩
)
本
稿
で
は
、
進
化
論
が
、
故
復
町
思
想
的
枠
組
に
い
か
に
組
み
込
ま
れ
蜘
た
か
、
を
論
じ
イ
き
た
。
だ
が
、
進
化
論
が
、
厳
復
の
思
想
に
お
い
て
、
9
徹
底
し
た
歴
史
観
と
な
り
得
た
円
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
彼
に
お
7
け
る
尚
古
的
発
想
と
の
関
係
に
お
い
て
、
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
・
詳
し
く
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。
(
出
)
前
掲
『
四
十
自
述
』
一
O
四
頁
。
(
ね
)
『
国
民
日
日
報
集
制
』
第
一
線
(
一
九
O
三
)
に
描
峨
さ
れ
た
「
革
天
」
(
『
辛
亥
革
命
前
十
年
間
時
論
選
集
』
第
一
巻
下
冊
)
は
、
「
天
前
」
と
い
う
新
た
な
概
意
ま
で
合
的
、
古
来
中
国
人
が
一
貫
し
て
「
天
」
に
よ
る
寸
遮
蔽
」
を
突
破
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
し
.
か
革
天
仰
を
唱
え
た
。
ま
た
、
孫
文
の
「
平
実
尚
不
肯
認
鈴
」
(
一
九
O
八
)
に
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
其
突
‘
凹
g
-
E
S
在
赫
宵
梨
之
書
応
訳
為
進
化
乃
合
、
訳
為
夫
前
則
不
合
L
(
『
孫
中
山
全
集
』
第
一
巻
三
八
頁
、
肖
万
源
氏
(
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
)
の
ご
教
示
に
撮
る
J
(
お
)
『
中
国
近
代
期
刊
縞
目
極
録
』
(
一
九
八
O
|
八
回
、
上
海
人
民
出
版
社
)
第
二
、
三
冊
を
見
る
と
、
「
天
前
」
の
語
が
出
て
く
る
の
は
、
桁
々
一
九
O
七
年
頃
ま
で
で
あ
る
。
(
担
)
近
藤
邦
康
『
中
国
近
代
思
怨
史
研
究
』
(
一
九
八
一
年
、
特
に
第
三
章
参
照
。
勤
草
書
房
)
一
九
八
七
年
九
月
三
日
稿
